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平成２５年度社会学研究科博士後期課程研究活動助成
ワークショップ募集要項

社会学研究科科長　町村敬志
平成25年10月2日
1. 助成の目的

社会学研究科の院生が先端的な研究実践力の強化を目指し計画する次の2種類の自立的研究に対する資金援助。計画は教員の研究や教育の補充するものではなく、

　　　あくまでも院生の独立的研究であること。ワークショップ推進者は修士課程の院生

を妨げないが、申請に際しては博士後期課程の院生に限定します。

　　　（１）先端的な研究実践力の強化をめざし、社会学研究科博士課程の院生が海外の

研究者を交えた研究集会の企画運営を自立的に行うための資金援助（以下

「WS1」という。）

　　　（２）先端的な研究実践力の強化をめざし、社会学研究科博士課程の院生が国内研
究者を交えた数回にわたる定期的研究集会の企画運営を自立的に行うための
資金援助。（以下「WS2」という。）

2. 申請有資格者

（１）社会学研究科博士後期課程に在学する院生（本助成を受けた場合、平成25
年度内に休学することはできません）

（２）平成25年12月1日から博士後期課程に復学予定であって、同年11月1日

までに復学の申請を行った院生。
3. ワークショップ実施期間

（１）WS1については、平成25年11月1日（金）から平成26年2月28日（金）
までの期間に申請1件あたり１～2日程度

（２）WS2については、平成25年11月1日（金）から平成26年2月28日（金）

　　　までの期間に申請1件あたり４～６回、1回3時間程度

　　　ただし、上記２．（２）に該当する院生による申請の場合、実施の開始は、WS1、

WS2ともに、平成25年12月1日からとします。
4. 助成対象

（１）WS1は申請1件あたり30万円、WS2は申請1件あたり20万円を上限とし

ます。なお、申請の内容により、助成額が申請金額より減額される場合があり

ます。
（２）WS1にあっては、国外からの招聘研究者1名の渡航費、宿泊費、日当、謝金。　

WS2にあっては、国内からの招聘研究者1名の交通費、宿泊費、日当、謝金。

なお、いずれも講演者の職位により、謝金の時間単価が異なるので、招聘を

交渉する前に必ず確認してください。

　　　　＜注記＞

　　このワークショップ以外にかかる上記渡航費、宿泊費、日当及び謝金は本助

成の対象外となるので注意してください。

5. 採択予定件数

２件程度（予算の制約により、採用件数には限りがあります）。
6. 申請書類・提出先
必要事項を記入した申請用紙、および指導教員の推薦状を一括して社会学研究科事務室に直接提出してください。

7. 提出期間

平成25年10月7日（月)－平成25年10月1６日(水)午後３時(厳守)

8. 選考方法

書類審査による。必要に応じ申請者に対し面接を求めることがあります。

9. 選考結果通知

平成25年10月30日(水)に各申請者に対し、採否等を通知します。

10. 重要注意事項

(1) 採用決定後の計画変更は、原則認められないため、十分な計画のもとに申請し
てください。
(2) 指定された実施報告書を調査終了後2週間以内に社会学研究科事務室へ提出

してください。
　　　(3)　本助成は本学会計基準を適用することになりますので不明なことは事務室

に相談の上、実施するようにしてください。
　　　.

11.問い合わせ先

　
  社会学研究科事務室（電話: 042-580-8212、email: soc-mgr@dm.hit-u.ac.jp）
平成２５年度社会学研究科博士後期課程研究活動助成
応募申請書（ワークショップWS1／WS2）（該当する方に○印を付す。）
	1. 申請年月日　　　　　平成　　　年　　　月　　　日

	2. 申請者　　

（助成を求めるワークショップの立案運営の責任者となる博士後期課程の院生）

	フリガナ

氏　名
	
	専    攻

学籍番号
	

	住　所

電　話

Email
	

	ワークショップ題目
	

	ワークショップ推薦教員名
	

	申請者の役割分担
	

	3. ワークショップ共同推進者
助成を求めるワークショップの立案運営に責任者と共同であたり、同等の参加資格と貢献を行う3名以内の博士後期課程又は修士課程の院生。

	フリガナ

氏　名

	
	学年

学籍番号
Email
	
	役割分担
	

	フリガナ

氏　名

	
	学年

学籍番号
Email
	
	役割分担
	

	フリガナ

氏　名
	
	学年

学籍番号
Email
	
	役割分担
	

	4. ワークショップへの被招聘研究者（海外）

	氏　名

機関名

所在地

役　職


	

	被招聘研究者を招聘する理由、ワークショップにおける被招聘者の役割、その他
	

	被招聘者の

旅行ルート
	

	渡航費概算

（エコノミー運賃）
	

	招聘期間
	　平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日

	5. ワークショップへの被招聘研究者（国内）

　　

	氏　名

機関名

所在地

役　職

　　　　　　　　　　　　　　
	

	被招聘研究者を招聘する理由、ワークショップにおける被招聘者の役割、その他
	

	被招聘者の

旅行ルート
	

	招聘期間
	　平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日

	6. 予算計画

	事　　項
	人　数
	単　価　
	日数・時間数
	小　　計

	国外からの招聘者1名の渡航費・宿泊料・日当
	
	
	
	

	国内からの招聘者の交通費・宿泊料・日当
	
	
	
	

	招聘研究者の講演に対する謝金
	
	
	
	

	合　　計
	


	6. 推薦状　（本フォームを使用し、下の枠内におさまる分量で、申請者の指導教員がお書きください。）

	(1) 推薦者の氏名
	　　　　　　　　　　　印

	(2) 推薦内容（本ワークショップ企画の研究教育上の意義について、申請者及び共同推進者の学術能力と研究テーマに触れながら、記載してください。共同研究に必要なリーダーシップや協力体制構築力、最終報告書作成能力等が申請に備わっているかどうかにも言及してください。）

	


